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R 4年度事業計画(案 )
総事業費 7,996千円（委託費 7,876千円 備品購入費 120千円）【財源：県補助金 2,826千円、国交付金 4,455千円、一財 715千円】

立科町
（企画課）

主な役割

企業への訴求力
向上と
受入体制の強化

主な役割

業務内容

業務内容

(1)ウェブサイトやSNSのコンテンツ制作
・追加コンテンツの企画と作成
例：①実施企業インタビュー記事作成

➁労務からみるワーケションのリアル
・公式SNS(Twitter等）の運用

企業ニーズと
ウォンツの
収集とデータ化

期待する役割

(1)体験ツアー実施による
データ収集

委託①

委託

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

⇐ 実 績 ⇒ ⇐ 目 標 ⇒

受入組数
(キャンペーン含む)

2 2 8
(220)

31 40 60 80

受入人数
(キャンペーン含む)

- - 52
(618)

172 240 360 480

受入施設数 6 6 10 11 13 15 15

【フェーズ①】to B営業を強化し、開催実績数を増やす

⇒【フェーズ②】コワーキングオフィスの設置と運用

⇒【フェーズ③】二地域ワークスタイルの整備と支援

(2)経営層向けオンライン相談会
（ウェビナー）の開催
・企業メリットと当町実績を紹介
・会社法務、労務体制相談
・年4回程度の定期開催

委託②

R 4事業フロー

業務内容

(1)合宿型ワーケーション体験ツアーの
企画・実施
・開発合宿のコアターゲット層や
在宅ワークによるオフサイト需要層

・ツアー費用は企業負担
（インセンティブは用意）

(2)体験ツアー実施企業の
ヒアリング調査
・開催目的、メリット、意義、成果、就労
規則の整理などについて経営層、従業員
層にヒアリング調査し、結果をレポート
にまとめて公表する。

①企業への訴求力向上
(合宿型に特化した訴求）

②受入体制の強化

事業全体の目標：合宿型ワーケーションの聖地へ（平日1～2社が開発合宿等をしている状態）

現状：開催実績・頻度が少ない

目標達成へのフェーズ R 4 の課題

(3)営業用資料の作成
・営業資料のブラッシュアップ

(4)宿泊業者との調整・管理料
・宿泊施設向け情報交換会の開催

成果の随時フィードバック＆業務に反映

取組内容、進捗状況を共有＆業務に反映

【成果指標】

(2)コーディネーターの育成
・問合せ対応、プラン作成、
現地手配を行う
コーディネーターを1名育成

(3)広報物の制作
・各企業、コワーキングオフィス等へ
配布する印刷物やノベルティを作成

長野県立科町企画課地域振興係

担当：上前

担当：○○氏

担当：渡邉氏

担当：◎◎氏

協力、連携した
活動展開と事業推進

長野県、WAJ、関係団体、
軽井沢等誘致エリア団体 等


